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解 答
１ ７ ５

１ 唄 １ 欝 ６０ 蔚 鰻 ２(枚)，０(枚)，１(枚)２ ２０ １６
姥 １３(分)，１３(時)４(分) 厩 ア＝３，イ＝４，ウ＝５，エ＝１

浦 (時速)５０(阿) 瓜 １２.５６(或)

２ 唄 ５５(或) 欝 ４７.２(或)

３ 唄 ５７ 欝 第１７組 蔚 １７９１ 鰻 第５７組 姥 ９００００

４ 唄 ① ２回 ② ３周 欝 ４周 蔚 正十一角形

解 説
１ １ １ １ １１ 蔚 与式＝ ＋ ＋ ＋ ＋

１×４ ４×７ ７×１０ １０×１３ １３×１６

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １＝( － )÷３＋( － )÷３＋( － )÷３＋( － )÷３＋( － )÷３
１ ４ ４ ７ ７ １０ １０ １３ １３ １６

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ５＝( － ＋ － ＋ － ＋ － ＋ － )÷３＝
１ ４ ４ ７ ７ １０ １０ １３ １３ １６ １６

鰻 初めに持っていたお金は，

１００×３＋５０×２＋１０×１５＝５５０（円）

なので，文房具を買った残りは，

５５０－３４０＝２１０（円）

です。このお金で１５０円ちょうどが払えないということは，５０円玉がなくて，１０円玉も４枚以下しかない

ということなので，１００円玉が２枚と１０円玉が１枚残ったとわかります。

姥 Ｂさんが三鳥台の駅に着いたのは，１１時２０分の電車の３本あとで１２時より前ということだから，この

４０分間に３本の電車が着いた(４本ではなく)とわかるので，電車の到着する間隔は，

４０÷３＝１３あまり１，４０÷４＝１０

より，１０分より長く１３分以下です。また，１５時４０分にも電車があるので，電車の到着する間隔は，

１５時４０分－１１時２０分＝２６０（分）

の約数になるので１３分と決まります。１３時台最初の電車の時刻は，

１３時－１１時２０分＝１００（分）

１００÷１３＝７あまり９

より，（１３×８＝）１０４分後の１３時４分です。

厩 ９×◎の１の位が３になることより，◎＝７と決まります。また，ひっ算

のまん中の段がないので３けたの数の１０の位は０とわかります。これを式

に入れて順番に調べていくと，右のようになります。したがってア＝３，イ

＝４，ウ＝５，エ＝１と決まります。

浦 時間と速さの関係を表すグラフでは面積が道のりを表します。

右のグラフの台形の面積が１００ｍになるので，

（４.４＋１０）×最高速度÷２＝１００

８
最高速度＝毎秒１３ ｍ＝毎時５０阿９

瓜 求める部分の，一部を左に移動すると

半径５唖のおうぎ形から，半径３唖の

おうぎ形を除いた形になります。

１ １５×５×３.１４× －３×３×３.１４×４ ４
１＝（５×５－３×３）×３.１４×
４

＝４×３.１４＝１２.５６(或)

８ １ ９ ２ ９

× ４ ０ ７

５ ７ ３ ５ ０ ３

３ ２ ７ ７ １ ６

３ ア ３ イ ウ エ ０ ３
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２ 唄 右の図①のように三角形ＡＢＥと三角形ＤＥＦが相似になるので

ＢＥ(＝ＢＣ)の長さは，

８５× ＝１０(唖)４

になります。したがって，台形ＡＢＦＤの面積は，

（３＋８）×１０÷２＝５５(或)

欝 右の図②の図形ＡＢＤＣＧの面積を，三角形ＡＢＧ＋三角形ＢＣＤ

として求めます。

８×１.８÷２＋１０×８÷２＝４７.２(或)

３ 唄 各組の真ん中の数は，３,９,１５,２１,… ３からはじまる，差が６の等差数列となっています。

第１０組の真ん中の数は，

３＋６×（１０－１）＝５７

欝 ３からはじまって９９まで，(９９－３＝)９６増えたから，間の数は(９６÷６＝)１６です。真ん中の数が

９９になるのは，

１６＋１＝１７（組）

蔚 各組の真ん中の数が３つの数の平均です。第１００組の真ん中の数は，

３＋６×（１００－１）＝５９７

３つの数の合計は，

５９７×３＝１７９１

鰻 ３けたで一番大きな数が９９９だから，真ん中の数が，(９９９÷３＝)３３３になる組は，

（３３３－３）÷６＋１＝５６（組）

です。したがって，はじめて和が４けたになるのは，

５６＋１＝５７（組）

姥 参考の図を見ると，１からはじまる奇数列の和＝（個数）×（個数）で求まることがわかります。第１００組

まででは，(３×１００＝)３００個の奇数をたすことになるので，

３００×３００＝９００００

４ 右の図のように正三角形の残りの辺にも名前をつけます。

唄①正三角形の辺のうち正八角形の辺と重なる辺は，イ,ウ,ア,･･･の順に

なります。

８÷３＝２あまり２

より，｢辺ア｣が重なるのは２回です。

②正八角形の辺に｢辺ア｣が重なるのは３回周期で，８回周期で１周する

ので，｢辺ア｣がすべての辺と重なるには，最小公倍数の２４回転がした

ときになります。

２４÷８＝３（周）

欝唄の②で考えたように，４と７の最小公倍数の２８回転がせばよいので，

２８÷７＝４（周）

蔚ある正多角形を正Ｎ角形とすると，｢辺ア｣が正２１０角形のすべての辺

と重なるためには，Ｎと２１０が互いに素(公約数が１しかない関係)であ

る必要があります。

２１０＝２×３×５×７

より，最小のＮは１１です。

辺ア

辺イ 辺ウ

辺あ
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